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１．はじめに
　保育所では、子ども達は歌を歌ったり、音
楽に合わせて自由に身体表現をするなど、遊
びの中で多くの音楽表現活動がみられる１）。
　保育士試験は、平成16年に全国統一の試験
になるまで、各都道府県により試験問題が異
なっていた。また、実技試験においても音楽
に関する試験には必ずピアノ、声楽が含まれ
ていた。しかし、統一の試験後は、音楽・絵
画制作・言語の３科目のうちの２科目選択に
なり、必ずしも音楽を選択する必要はなく
なった。その中で、音楽を選択した場合には、
課題曲として童謡の弾き歌いが課せられてい
る。伴奏は、ピアノ、ギター、アコーディオ
ンのいずれかを選択でき、ピアノ伴奏には市
販の楽譜を用いるか、添付楽譜のコードネー
ムを参照して編曲したものを用いるとし、ギ
ター、アコーディオンで伴奏する場合には、
添付楽譜のコードネームを尊重して演奏する
こととなっている。また、移調して歌っても
よい２）。そのため、ピアノを全く触ったこと
のない者でも、ギターが演奏できればギター
を選択できる。このように楽譜が読めなくて
も、コードネームが理解でき、メロディーが
わかっていれば演奏できるのである。平井３）
は、わが国のピアノ一辺倒の古い考え方を指
摘し「西ドイツやオーストリアのキンダーガ
ルテンではピアノを全廃したが、その第一の
理由は、幼児教育にとって重要なことは、自
分の歌声で自分の耳にはっきりと聞こえるこ
とであり、それにはギターとかタテ笛が良い
という結論にたっしたからである」と述べて
いる。しかし、日本の保育現場では、まだま
だピアノの需要は大きいのが現状である。保
育所保育指針の中の「表現」には、「感じた
こと考えたことを自分なりに表現することを
通して、豊かな感性や表現する力を養い、創
＜原著＞
保育者に必要な音楽表現について
吉　森　　　恵
On the Expressive Skill of Music Necessary for Nursery Teachers
Megumi  YOSHIMORI
　The purpose of this paper is to examine what expressive skill of music is necessary for  
the students in nursery teachers college in order that they can develop child’s expression 
ability and bring out the best in his/her sensibility.
　The data to be discussed here were collected from the day nurseries where our students 
had practical training. Nursery teachers were asked to ﬁ ll in a questionnaire.
Key words ：expression, music, sensibility, nursery teacher
　　　　　表現、音楽、感性、保育者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
１）近畿医療福祉大学（Kinki Health Welfare University） 〒679-2217　兵庫県神崎郡福崎町高岡1966-5
近畿医療福祉大学紀要
Vol.11　（1）101～106（2010）
吉　森　　　恵
－102－
造性を豊かにする」４）とあるが、現在この
ような状況の中で子どもの音楽表現活動をよ
り豊かにするため、保育者に必要なことは何
であろうか。
　今回は子どもの表現を豊かにし、子どもの
豊かな感性を引き出すために、保育者養成校
の学生たちに、どのような音楽表現技能を身
につけさせることが必要であるかを検討して
みたい。尚、データーを得るために、本学学
生が保育所実習を行った保育所・園の中から
兵庫県Ｆ町の保育者にアンケート調査を行っ
た。
２．調査方法
⑴　調査手続き
　兵庫県Ｆ町の公立・私立の保育所・園の６
園で、調査対象は、所長・園長、主任を含む
保育者である。調査紙の配布は、直接園へ持
参し、回収方法も同様に、直接受け取る方法
をとった。保育者64名中59名（92％）から回
答を得た。
⑵　調査時期
　2009年10月
⑶　質問内容
　「保育経験年数」、「採用試験での音楽につ
いて」、「音楽の得手不得手」、「保育現場での
音楽の必要性」、「即興演奏について」、「保育
現場で一番よく使う楽器」の６項目である。
また、「保育者養成校の学生に一番伝えたい
こと」を自由に記述してもらった。
３．結果と考察
⑴　保育経験年数・採用試験内容
　回答者の保育経験年数を６段階に分けたも
のを図１に示す。１年未満は２％、３年未満
が15％、３年から５年未満が８％、５年以上
10年未満は36％で一番多く10年以上20年未満
は24％、20年以上は15％であり、全体の75％
が５年以上の経験者であり、保育経験豊かな
保育者が多い地域であることが言える。新任
の保育者は、毎日が発見の連続で、どのよう
な保育をしていけばいいのか試行錯誤し、少
しずつ子ども達の援助の方法が理解できるの
が現状であろう。一方、経験年数が多い保育
者は、長年の経験から少し余裕は出来ている
であろうが、子どもや子育て家庭を取り巻く
状況は、保育関係者の努力により改善されて
きた面もあるが、依然として課題や問題点も
多く残されている。家庭や地域において人や
自然と関わる経験が少なくなったり、子ども
にふさわしい生活時間や生活リズムがつくれ
ていなかったり、子育てに関する不安や悩み
を抱える保護者が増加し、養育力の低下や児
童虐待の増加などが指摘されてきている５）。
これらを考えると、経験年数があっても、毎
年入園してくる子ども達の状況は変化し、援
助の方法、保護者の支援等は変わるため、日々
研鑽の毎日であろう。
　採用試験時にピアノの教則本の試験があっ
たかの問いに、61％があったと答えた。その
図１　保育経験（n=59）
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うち、教則本と童謡の弾き歌いの両方があっ
た者は42％であり、童謡の弾き歌いの試験だ
けがあった者は20％であった。一部に、音楽
に関する実技試験がなかった者が全体の10％
いた。しかし、殆どの保育者が、採用試験時
に音楽に関する試験があり、ピアノ経験の少
ない保育者は苦労したと思われる。
⑵　保育者の音楽の得手・不得手
　保育者自身の音楽の得手不得手を図２に
示す。音楽全般は得意であると答えた者は
33％、ピアノ演奏は19％が得意と答えたが、
41％は得意でないと答えている。養成校で初
めてピアノを触った者にとっては、弾くだけ
で精一杯で、子どもの前で、子どもの様子を
見ながら弾き歌いをすることはかなり難しい
のではなかろうか。
　歌うことについては、37％が得意と答え、
14％が不得手と答えている。保育者が自分の声
を十分使って子どもと一緒に歌おうとすれば、
子どもの声の能力は自然に引き出される６）。し
かし、保育者自身が自信なく歌うと子ども達
にも影響を及ぼす。まずは、歌う喜びを引き
出すことが大切である。そのことにより、保
育者に教えてもらった歌を遊びの中でも楽し
みながら自由に歌おうとする意欲がでてくる
のである１）。基本的なことだが、メロディー
はしっかり教えることは大事になる。メロ
ディーの音を間違えて指導された子ども達
は、その音が正しいと思い覚えていくのであ
る。また、リズムも大事で、保育者の間違っ
たリズムを覚えると正しいリズムに直すのに
時間を費やすことになる。
　即興演奏については、得意でないと答えた
者が66％と半数以上を占めていた。楽譜通り
に弾くことの教育を受けてきた者には、その
場の状況で臨機応変にしようと思ってもなか
なか難しく得意でないと答えざるを得なかっ
たのではなかろうか。
⑶　保育現場での音楽の必要性
　現場での音楽の必要性に関する結果を図３
に示す。保育所での音楽の占める割合を見る
と、86％の者が多いと答えた。また、即興演
奏で子どもを動かすことについては25％が多
いと答えたが、即興演奏は保育者に必要であ
ると答えた者は78％と半数以上であった。乳
児を担当している保育者は、あまり、ピアノ
を弾く機会はないだろうが、幼児を担当して
いる保育者は、その場の状況に応じた曲が自
図２　音楽の得手不得手（n=59）
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由に弾くことができる能力は大事と感じてい
るようだ。子どもの前でピアノをよく弾くこ
とが多いと答えた者は46％と約半数であっ
た。しかし、子どもの前で毎日ピアノを弾く
ことがなくても、日々練習をしておかないと
ピアノの苦手な保育者にとっては、必要な時
にすぐに弾くことは大変であろう。
　また、子どもの前で一番よく使う楽器は、
図４のように73％がピアノであり、３％が電
子ピアノであった。殆どの保育所に置かれて
いる楽器がピアノである以上使うことが当然
と感じているようだ。
⑷ 　自由記述から見る大学の音楽教育の必要性
　自由記述では学生に一番伝えたいことにつ
いての記述を依頼した。自由記述のうち22％
が音楽に関する記述であった。これは、何を
示唆するのか。おそらく次のような理由によ
るものだろう。保育者自身現場に入り、毎日
の保育において様々な活動に携わらなければ
ならない。なかでも、子どもの前で伴奏する
時などはやはり練習時間も必要になるが、現
実は練習時間がなかなか取れないため、学生
には養成校にいる間に基礎をきっちり学び現
場に入ってから困らないようにしたいという
願いが反映されているのではなかろうか。
４．ま　と　め
⑴　大学での音楽教育の必要性　
　調査を行った地域は、５年未満の保育者は
少なく経験豊富な保育者が多い地域であるこ
とがわかった。保育所の中でも、乳幼児を担
当している保育者は、毎日の保育の中では、
子どもの音楽表現活動の中でピアノを使うこ
とは殆どないであろうが、幼児クラスでは音
楽の占める割合が大きく、ピアノを使って子
ども達に教えるとなると苦手であっても、演
図３　現場での音楽の必要性（n=59）
図４　子どもの前でよく使う楽器（n=59）
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奏しなくてはならないのである。保育者が保
育者養成校の学生に一番伝えたい音楽に関す
る記述に、「自分自身が大学で初めてピアノ
を習い苦労した」こと、「日頃の保育では簡
易伴奏でもよいが、生活発表会等の行事の時
は、簡易伴奏だけではなく原曲を弾く時もあ
る」などがあった。また、「一度に何曲も弾
くことがあるので、現場で働きだしてからは、
忙しく長時間の練習がとりにくいため、学生
時代に基礎をしっかり学んでおけばよかっ
た」と答えた者もいた。さらには、「ピアノ
は必ず必要になってくる。日々の保育の中で
の曲は、簡易伴奏でもよいが、発表会や音楽
会では、原曲で難しく長い曲になる事が多く、
幼少からピアノを習っていないとなかなか指
はうまく動かない。学生時代にもっと練習し
ておけばと後悔する。仕事を始めると、持ち
帰りの仕事も多いし、なかなか練習の時間も
とれない。大人になってからピアノを始める
人は、人一倍練習が必要だと思う」や、「自
分自身ピアノが苦手だが、子どもの心を捉え
る方法の一つとしてピアノがある。伴奏が上
手くいった時など子どもが楽しみながらいき
いきと歌っている。ピアノが弾ける保育者に
なってほしい」という記述もあった。このよ
うに、演奏の仕方で子どもの動きに変化があ
る事を現場の保育者は、痛切に感じているよ
うだ。平井３）が指摘しているように、現実
にピアノだけが楽器ではないが、ほとんどの
保育所にはピアノは設置されており、普段は
使用しなくても、行事の時には、必ずといっ
ていいほど使用されているのである。
　保育者が技量不足から伴奏することだけに
留意している状態であれば、子どもの様子を
見ながら弾くこと等到底できるはずがない。
そのためにも、伴奏譜自体を固定化するので
はなく、各自の演奏レベルに応じて伴奏付け
をし、保育者自身の演奏技術が向上するのに
伴い、伴奏を変えていけばよいのである。た
だ、ピアノは苦手でも、簡易伴奏を使用する
など、即興演奏ができる保育者であれば、子
どもの音域に合わせた移調も出来るようにな
り、より子どもの音楽表現を引き出すことが
出来るのではないだろうか。
⑵　保育者の楽譜使用について
　保育所実習前に学生は保育所に事前訪問に
伺う。その時、保育所で実習時期に使用する
楽譜のコピーをもらう。学生は実習までに子
どもの前で使用曲の弾く曲の練習をしなけれ
ばならない。楽譜の中には、もっと、簡易伴
奏を使用してもいいのではないかと思われる
ような複雑な楽譜が以外と多い。また、子ど
もの声域では到底出せないような音が含まれ
ており、移調すれば子どもが歌いやすくなる
だろうと思う楽譜もある。しかし、現場の保
育者は、その楽譜を使用し、子どもを歌わせ
ていることになる。楽譜通りに曲を弾くこと
は大切なことではあるが、それだけでは子ど
もは楽しく歌うことが出来ないのではないだ
ろうか。もっと、子どもの声に合った自由な
伴奏をしてもいいのではなかろうか。
⑶　大学における音楽教育のあり方
　保育者養成校では、子どもの音楽表現をよ
り引き出すためにも、在学中に種々の応用力
を身につけさせることが大切になってくるの
ではないか。学生の中には、ピアノ経験が全
くなく、入学後初めてレッスンを受ける者も
いる。特に、ピアノの未経験者は、短期間で
習得しなければならないため、初歩の学生に
も教則本と併用して、簡単なコード進行の童
謡の楽譜を使用することが望まれる７）。また、
初歩の学生には、「初めて」という不安を取
り除き、練習すれば弾けるという自信をつけ
させることが大事である。そのために、ピア
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ノの基礎技能をしっかり身につけさせる必要
があるが、さらに言うなら、ピアノ以外の楽
器も演奏できることも必要ではなかろうか。
卒業生の中で保育所に勤務している者の中
に、採用試験で子どもの歌の弾き歌いに自由
に楽器を選択でき、ギターで臨んだ者がいた。
園長から、なぜギターを選択したか尋ねられ
たそうだが、「どこでも自由に持ち運びがで
き、子どもの音楽表現の手助けが簡単に出来
ると考えたからである」と伝えたところ、園
長は、「そういう考えもあるんですね」と述べ、
ピアノ以外でも十分伴奏ができることに関心
を示されたようだ。しかし、採用試験時にピ
アノの試験を課すところは依然多くあり、保
育所に就職を希望する学生は初心者であって
もピアノの演奏技術を強化せざるをえない。
⑷　課題と展望
　保育において音楽の基礎技能を習得するた
めにピアノはまず必要なものであると考える
が、現場では、何の楽器であれ子どもの動き
に応じた即興演奏ができる力を身につけさせ
ることがさらに大切である。また、子どもの
前で音程を外さずリズム正しく歌える技能も
不可欠な要素である。保育者がそうした技能
を習得し発揮することが、子どもの音楽表現
をより引き出す前提となるのではないだろう
か。
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